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２ ２ 

 

ー 用 ス プ  

ンサ ー ン 
山大学） 

 

 
 

研究は、 ー 用 ス 、 プ ンサ ー ン

は、 ー は の プ ー 、 ンサ た

動 ・ の 間 上で ー の 2 スプ スの で、 ー

の プ は 、 ンサ ー は プ ー ン

の 、 、 ミ ー ンの 性 ー ードは、 ー 、 、

スプ ス、 プ 、 ンサ、 ミ ー ン、 で  

 
ッグデータと内外 策課題 

 の課題として、 ッグデータが 、社会、 、 、法 、 業、 、文化に与える影響

と 策課題について 的かつ 合的に論じる場が 要である。 ッグデータとはインターネット上な

どで 大かつ 的に増 するデータを指している。 ッグデータは未来の 望であるが でもある。

の全 ノ 析は 2013年には 100ドル 1時間 内で可能となる。 ークエン ーも 機 1000ドル

である。 ノ を知り を 見することは 望でもあり でもある。これはパンドラの 大

学 科学研究 ）である。 

 ノ 析の 大は の 学・ 策の からデータセンター、スーパーコン ータに

よる レー ン、 種 資 定にまで 化が要 される。また生 資源の ノ 析がもたらす

ッグデータは 業、 での りの である。 ッグデータは生 ノ 析からだけな

く、全分 に がろうとしており、この動向分析は の課題となる。 

 また情報 ンチャー 業ではアップル、グーグル、 ース ックなどの情報 の した「 」

の機能を に 大させたのも ッグデータで、これは未来の 望でもある。 庁でも ッグデータ

の 題は り上 られ、 合研究 など 間機関でも研究は行 れている。 に けて ッグ

データの動向を し、 策課題を できる場を日本が る きである。 

 

ッグデータ  

あらゆる が「セン と ップ ）から られる ッグデータ」によって を られている。

発プロセス MOT）において ップ ）は ロント、セン はエンドに けられる。

ップ ）はトップ ウンで を させ、セン は ト アップで を させる。 ップ

）は 間 上で、セン は時間 上で ッグデータとなる。 ップ ）は、 え 子情報 生

）で 間 上に がり、セン 情報は 時間の カ ラの情報とかで時間 上に 。 ップ

）は の「 」 念である。 

あらゆる 行 が「セン と ップ ）から られる ッグデータ」によって を られて

いる。 プロセス MOT）において ップ ）は ロント、セン はエンドになる。 ップは

ジ ールがセン は がキーワードである。 

ッグデータと 業   

間 ・時間 上で 的に増大する ッグデータにおいて、時間 データの代 は である。

ッグデータをトップ ウンで 的・ 的に 用しようという の ・少 エリートと、

ト アップで の社会生活・ ジネスの現場において 活用する日本 の ・ の 業

た の の中で の未来が かれる。 
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日本の 学者の の 献は、ただ であると れる。それは日本 の ・ の

業の 業 た が の ・少 のエリートの 的・ 的な計画による によって に

ならないため、 の 業 の 献・ が正 に評価されるための仕 ・理論の構築である。 

ッグデータ時代の  

 

ップ ） 計画 レー ン） 画 研究 発 パイプライン ー生

験ー工場 セン 種 ー ス コン ルティング( 関 金 保 流

者 

 

 では ップ ） 計画のプロセスで、コン ータの中の ップ ）上

で、 仕様を に えて レー ンを 行い、その を する。 

 

種 の ッグデータ  

 

） 間 上の ッグデータと ップ ） 

 された ノ の ッグデータは 析され、 ・ ・ の イドライン、 の ップ

）となる。この ップ ）は 70 の上に がる 間 上の ッグデータである。 

 

）時間 上の ッグデータとセン  

 高 者の見 り ステ などのセン が るデータ、 カ ラの連続動画などは時間 上で ッグ

データとなる。 

 

理すると、 ップ ）は 間 上で、セン は時間 上で ッグデータとなる。 

 

ップとセン  

 

ップ ）は、 え 子情報 生 ）で 間 上に がり、セン 情報は 時間の

カ ラの情報とかで時間 上に ものである。  

 

ッグデータ活用 ネジ ント 

 

ップ ）はトップ ウンで を させ、セン は ト アップで 住の場・ 現場・

を させる。日本の に対する はセン からの 能 の高さにある。 

 

ップ ） 

 ップ ）とは、 場を して、 を てる。バイ の分 なら高 者の 子、年 構 、

状態の科学 がある。 ど な が増えるかなどが レー ンでき、どこでど な

が められるかを できる。 は りが れる。 は づくりが である. した事

がアストロ ネカなどである。 

 

セン  

 もう一つのキーワードが「セン 」である。 え 建 機 ーカーのコ は、建機に と連

動させたセン を けて した。これにより、 のどこに自社の建機があり 働状 まで でき

る。このデータを や代理 に できる。 は、 働 の高い 域 仕事を りに行くことがで

き、コ も 働 の高い 域での 化ができた。  

 、 のエンジ アた は、 に自社の にセン を けると、ど な ー スができるかを

考えている。 関 者、 会社のセン が められている。 

 

え と 造クラスターにおいては 

） ップ ）と現場の『関 』について考えて よう。   
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） ップ ）が く現場で に する日本の 現場。 

 

 発の“ ”で乾きに し ながら、 は山の向こうには川があるのに づいていない。   

 

） ップ ）は  

/ 者の 験による ップ ）、 

）、 

科学 ップ ） ノ ・ 機化学）  

 

） の 会社は / 者の 験による ップ ）ではなくもっと上 の ップで 負し

ているから大きな を上 ることができる。 

 

） ップで 負して かった日本の 会社は少ない  

 

ッグデータ時代の知的 造 

 

現 の ・ 業は集中 が 大化 ップ主 ・ 合・ 合）。未来の ・ 業

はネットワーク タコ足・セン 主 ）が 。タコは足に の一部がある。新しい 代のネティ

ンや、 業におけるグループ 、 リコンバレー ンチャーはその 行 上にあると考えられる。 

代のキーワードは ップ「 」と「セン 」 いで れた 者の が の とな

る。日本のエンジ アの現状は目の の かりに目がいき、 り えが 手である。 

も ろ の を見ているが、 は時代とともに する。 が れ ・ ー スも

る。時代の 化に じ、 は なのかを 定 、多 の事業の中からどこに重 を きどこを くか

を 、 発を する能 、これが ッグデータ時代の ネジ ントである。それに した事

が スンである。 

 の ネジ ントのキーワードは、「 」と「セン 」である。 とは、 場を して、

を てる。 え バイ の分 なら高 者の 子、年 構 、 状態の科学 がある。 ど

な が増えるかなどが レー ンでき、どこでど な が められるかを できる。

は りがとても である。 したのがアップル社である。スティー ・ジ スは未来のデジ

タル社会と 間行動を できる を持 、iPod、iPhone、iPadを で ットさせた。未来の

をジ スは ロックスのパロアルト研究 で見つけた 1。 

 もう一つのキーワードが「セン 」である。 え 建 機 ーカーのコ は、建機に と連

動させたセン を けて した。これにより、 のどこに自社の建機があり 働状 まで でき

る。このデータを や代理 に できる。 は、 働 の高い 域 仕事を りに行くことがで

き、コ も 働 の高い 域での 化ができた。 

 、 のエンジ アた は、 に自社の にセン を けると、ど な ー スができるかを

考えている。 

 

ッグデータ時代の は短 ・ 化 

 

者 ーケティング） セン ー ス リ ー ン 

 

ッグデータの時代、これをす てやろうとするとコストと時間がかかるので、どこを くかが イ

ントとなる。 

 

 スン 子  

                                                   
1事業の から のテク ックを 得した。 だけではだめだということをジ スの は えてくれた。 な

に 学の ドラッカーは をしない 間を 用してはいけないという を している。さて、アップルは一つ

の が 上を 。 多くの を して 100 の り上 を 上 る日本 業に 、 費は に

さく ははるかに大きい。 
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の が 上を 。 多くの を して 100 の り上 を 上 る日本 業に 、 費は に

さく ははるかに大きい。 

 

大な のステップを大 に き、 ーケティング、工場生 、 情 理 ー スの 3ステップの

に重 、事業を低コストにし し した。 を大 生 し、 ンテ ンスカーを 中に らせ

る。 から の連 が ったらす に 理に向かう ー スを 。す に 理するため、 に

が らない。 の を く聞き、 発に ィードバックできる。 

 一方、日本の ーカーは MOTのステップ が多くプロセスが くス ードが に い。 が

れないため、 ー ス は に 。 理が く の が大きい。 という は 費増の

原因で、事業 を なくされている。 

 

ッグデータ ジネスにおける 3つの  

 ）ス ード化 

 ） 化 インターネット クラウド セン ）セン がキーワード 

 ） ドル化 トステ の社 はかつては社 だった。 は住生活グループの ドル） 

 

ジネスプロセス の要  

 ）  外は で受け れられない 

 ） の  

 は「 年間 らない生活イ ージ」の があると事業活動が になる。 

 ップ バイ は生 、化学 業・原 は レー ン） 

化 セン ） 

コ   

建機のロ ット化 建機のセン と  要 ・パー 給・中古 場 

 ）トヨタ  

ワイパー 報 セン としてのワイパーが動いているところが が っている） タイ

情報 タイ の がセン ） 

 

これからの ッグデータ ジネス 

 ） と現場 

 ） が く現場で に する日本の 者。 

で し ながら、 は山の向こうには川があるのに づいていない。 

 ） は  

社 の 、 ）、 科学 ノ ・ 機化学・原子 ） ッグデータ 

 

） 田 はトヨタの 社 の ）ではなくもっと上 の で 負しているから かる。 

トヨタ、パ ックといった 会社の で 負して かった 業は少ない  

 

ッグデータ ネジ ントのプロセス 

 計画 

画 研究 発 生 工場 流  

           セン ー ス コン ル(相 金 保  

 画 研究 発 生 工場 流 は 来の MOT 

 計画は ッププル 

セン ー ス コン ル(相 金 保 は リ ー ン ジネス       

 

結語 

ッグデータ ジネスでは 計画のプロセスで、コン ータの中の 上で、 仕様

を に えて レー ンを 行い、その を する。 研究は、 ー 用

ス 、 プ ンサ ー ン 、 ー は

の プ ー 、 ンサ た動 ・ の 間 上で ー

の 2 スプ スの で、 ー の プ は 、 ンサ

ー は プ ー ン 、 、 ミ ー ンの 性 も

た  




